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　 区役所や文化施設など市の施設（約120施設）及び一部民間施設に電力を供給し，そのうち2施設を再エネ
100%とするなど，使用電力由来のＣＯ2排出量や電気料金の削減に貢献しています。
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計画時点 実績 短期目標

（平成30年度） （令和元年度） （令和6年度）

１世帯あたりの二酸化炭素排出量 4.6t-CO2　/世帯 4.8t-CO2　/世帯

※家庭部門排出量/世帯数 （平成28年度） （平成29年度）

市内１事業所あたりの二酸化炭素排出量 113.1t-CO2　/事業所 114.3t-CO2　/事業所

※産業・業務部門排出量/市内事業所数 （平成28年度） （平成29年度）

EV：833台 EV：951台 EV：2,500台

PHV：671台 PHV：743台 PHV：2,800台

FCV:2台 FCV:10台 FCV:60台

指標

3.6t-CO2　/世帯

96.3t-CO2　/事業所

39.2万人/年度

電気自動車（EV)、プラグインハイブリッド
（PHV）、燃料電池自動車（FCV）台数

区バス・住民バス利用者数 52.1万人/年度 51.5万人/年度







　5６校　3,314人



　（制度のより分かりやすい周知方法の検討・排出事業者訪問指導の実施）
　

　を実施し，



　（産業廃棄物の搬入規制）





※1　家庭系ごみ量：「燃やすごみ」「燃やさないごみ」「粗大ごみ」「家庭系直接搬入量（有料分）」の合計
※2　側溝汚泥・ボランティア清掃などで排出される公共ごみ，資源化される食品残さを除く
※3　リサイクル率＝資源化量／総排出量　（環境省一般廃棄物処理事業実態調査より）
※4　全てのごみの合計÷人口÷年間日数

計画時点 実績 短期目標

（平成30年度） （令和元年度） （令和4年度）

家庭系ごみ量※1　（1人1日あたり） 488g 492g 475g

事業系ごみ排出量※2 79,186t 78,718t 77,300t

リサイクル率*※3 26.4% 25.7% 27.1%

ごみ総排出量（1人1日あたり）※4 1,006g 1,001g 987g

指標



























　 迅速かつ的確に災害対応を実施するため，市役所本館３階に災害対策センターを整備し、総合防災情報
システムを運用しているほか，必要に応じて避難情報などを緊急通報メールや新潟防災メールなどで発信し
ています。




















